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主査および副査により論文の内容を確認するとともに、平成 22 年 1 月 20 日に、大学院教育情


























システム IMPRESSION ならびに双方向動画通信ミドルウェア MidField を利用し、電子
黒板上への板書と教師映像を自動で記録、保存し、これを利用して本研究で提案する授業
リフレクションを実施可能とするリフレクション支援システムを設計、開発し、複数の異
なる教員による実授業を対象とした実証実験を行い、その有効性を明らかにしている。
以上の結果は、本論文が提案する授業計画と実施結果の差異に着目した授業リフレクションの
有効性を示すものであり、これは、本論文が目的とする、授業計画の具体的な改善・高度化なら
びに教師の授業スキルの向上を可能とし、日常的、継続的な実施が可能な効率的かつ効果的な授
業リフレクション手法を具体的に実現しているものと判断でき、その有用性は大いに評価できる。
また、情報技術を活用した授業リフレクション支援システムを具体的に開発している点も、新規
性ならびに実用性の観点から評価できる。よって、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として
合格と認める。
ただし、本研究では、複数の異なる教員による異なる授業形態を対象とした複数の実証実験を
実施しており、その信頼性は高いといえるが、いずれも理科系の授業科目を対象としており、被
験者である担当教員も比較的教員経験があり、かつ、自身の授業改善にも積極的な教員が対象と
なっており、これらは必ずしも実験結果の正確性を示すものとは言えない。今後、提案手法の適
用可能範囲を明確にするためには、異なる被験者を対象とした更なる継続的な実験、観察が求め
られると言える。また、提案手法を実際の教育現場に適用するためには、授業リフレクションが
可能な環境を単に用意するだけでなく、提案手法を利用した若手教員育成のための FD プログラム
を開発し、提供するなど、より、積極的な取り組みも必要と予想され、そのための発展が期待さ
れる。
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